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4 成果品作成 

 
【解説】 
３次元地盤モデルの成果品は、３次元可視化資料、３次元モデルから出力した図面、属性情報、参照資

料、品質管理記録等から構成される。成果品作成においては、目的に応じ縦・横比を誇張するなど地質・

地盤リスクが判別しやすいよう適切に調整する。 
品質管理記録では建設生産・管理システムの各段階においてモデルの不確実性、想定される地質・地盤

リスクなどの重要な情報を継承することが重要であり「３次元地質解析マニュアルVer3.0（Ver.3.0.1）」

（３次元地質解析技術コンソーシアム）では「３次元地質・地盤モデル継承シート」の活用が提案されて

いる。ここでは、この「３次元地質・地盤モデル継承シート」の活用例も参考に解説する。 
 

（１）３次元可視化資料 

ア 構造物と３次元地盤モデルの相互関係の可視化 

３次元地盤モデルと構造物との相互関係は、３次元上で分かりやすく可視化することができる（図

77）。例えば、法面掘削範囲における３次元土軟硬区分モデルの掘削量判定等は、専用ソフトウェア

上で解析できる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 77 計画法面と岩盤分類モデルとの相互関係例 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 

成果品として、モデル、属性情報、参照資料、品質管理記録等を作成する。 

岩盤分類 計画法面 



 

第 1 編 133 

イ 地質リスクの可視化 

３次元地盤モデル単独だけの情報伝達では、そのモデルの信頼性や重要な伝達意図等が十

分に伝わらないおそれがある。アノテーション（注釈）機能等を利用することで、直感的に認

識できる表現が可能となり、これらの情報を確実に伝達することが期待できる。 

地質・地盤リスクの可視化の留意点は、次のとおりである。 

◆地質・地盤リスクの根拠となる情報を示す。 

（ア）３次元地盤モデルの根拠となる地質情報、地質構造、地質物性値を示す。 

（イ）情報判読の補助手段（アノテーション（注釈）、着目点の強調等）を適切に用いる。 

（ウ）モニタリング結果（移動ベクトル、変位量、閾値アラート等）を重ねる等。 

◆事実／推定／概念（イメージ）の違いがわかるものとする。 

◆誤解を与えるような過剰な装飾や表現を避ける。 
 

 

図 78 トンネルにおける地質リスクのアノテーション表示例 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 

 
 

ウ 動画による可視化 

静止画よりも動画の方が３次元形状を分かりやすく認識できる。専用ソフト、フリービュー

アは、３次元モデルの自動回転やフライスルー・ウォークスルーにより、動画で表示できるものが

多い。また、動画ファイルでの出力や、動作設定した静止画を連番出力し動画処理ソフトで編

集・出力する場合もある。 
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（２）３次元地盤モデルからの図面出力 

ア ３次元 CAD データ出力 

専用ソフトで出力した図面は、CAD 製図基準に則る成果図面とするために、修正が必要に

なる。専用ソフトからの２次元 CAD データ出力に際して、留意事項を示す。 

（ア）参照基準：CAD 製図基準を参照する。 

（イ）座標系と単位：２次元CAD 図は任意のレイアウト座標を用いるが、専用ソフトは測地系

座標で扱うため座標や単位の扱いに注意する。 

（ウ）レイヤ設定：標準仕様や製図基準、電子納品要領に則るレイヤ名称を用いる。 

（エ）データ変換設定：ポリライン等の図面描画オブジェクトを、必要に応じて利用者の 

CAD に合わせてデータ変換する。 

（オ）ブロック定義：複数の図形を一つのまとまりの図形として扱う機能

例）２次元図面上の簡易柱状図、地質平面図の模様。 

（カ）調査位置の記録：ボーリング簡略柱状図、ボーリング位置、名称、投影距離 

（キ）装飾：地層の着色やハッチング 

（ク） 情報：図面凡例、帯図（情報欄）の表現・出力 
 
 

イ 図面の識別 

３次元モデルから任意の位置で断面図を切り出す場合は、既往資料等の２次元 CAD 図面との

違いが識別できるようにすることが望ましい。 

 
ウ 画像出力 

３次元地盤モデルを画像出力する場合は、モデルに重ねる適切な情報の選別や、物差しになる等

高線・スケールバー・標尺を使用するなど、表示方法に注意する。また、レンダリングの種類

や投影法の違いにより、３次元空間の見え方が変わるので注意が必要である。 

 
（３）属性情報 

属性情報として、個々の形状情報に紐づく属性を保存する。例えば、「地層・岩体区分」、「岩級区分」、    

「土質区分」や、「岩盤強度」「弾性波速度」などの物性値が該当する。属性情報は、①形状データに直  

接付与、又は、②外部参照ファイルとして、CSV、XLSX、XML 等のファイル形式でまとめ、対応する 

３次元モデルのフォルダに格納する。 

 
（４）参照資料 

図面、報告書、各種帳票など、モデル作成の根拠となる地質調査データ等を、参照資料（リンク）と  

して付与する。 

 
（５）品質管理記録 

「３次元地質・地盤モデル継承シート」は、モデルの管理情報、属性情報に加え、根拠となる地質調査の品質

情報、モデル化のアルゴリズムや妥当性、照査・引継に至る情報を一つのワークシートに記録するものである。「３

次元地質・地盤モデル継承シート」により、３次元地盤モデルのトレーサビリティを確保することが可

能となる（図 79）。記録の対象とする項目を表 37 に示す。 



 

第 1 編 135 

３次元地盤モデルの品質は、使用した地質調査データの品質にも左右されるため、各データの品質

を確認し記録を残すことが重要である。また、複数業務の成果データを使用することもあり、そ

の場合は、統一的な品質評価を行う必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 79 「３次元地質・地盤モデル継承シート」の機能イメージ 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 

 

 

表 37 「３次元地質・地盤モデル継承シート」の記録項目 

 
出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 
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A
A ’ 

5 不確実性の引き継ぎ 

 
【解説】 

（１）３次元地盤モデルの不確実性 

地質・地盤は自然営力や人間の社会活動により形成され、その分布や物性は不均質・非一様であり不確

実性が内在する。３次元地盤モデルは、地質調査の質・量や調査自体の限界、モデル化のパラメータ、技

術者の解釈等も加わり複雑なものとなる。 
３次元地盤モデルは、モデル作成に用いた地質調査データ以外の箇所は空間補間手法による推定範囲

となる。サウンディングや物理探査等に基づく物性値データによりモデルの推定精度を高めることもあ

るが、ジャストポイントの調査データのない推定範囲では、程度の差はあれ不確実性を持つものとして扱

われる（図 80）。 
図  81に ３次元地盤モデルの不確実性の例を示す。ボーリング密度の違いにより、支持層の推定が変わって

いることが読み取れる。 
 

図 80 ３次元地盤モデルの不確実性 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 

 
 

（２）不確実性の引継方法 
後工程で新たな情報が得られた場合に、引き続き、不確実性の検証作業ができる状態にしておくことが

望ましい。 
不確実性を後工程に引き継ぐために必要な情報として、解析の考え方、推定アルゴリズム、空間補間手

法のパラメータ、地質解釈の根拠となる文献資料の明示・参照先、不確実性を評価した方法等を記録する

必要がある。「３次元地質・地盤モデル継承シート」に記録可能な情報である。 
 
 
 
 
 
 

３次元地盤モデルを計画、設計、施工、維持管理・更新に引き継ぐには、地質調査データの品質や密度、地質

解釈やモデル化手法を正確に記録し、モデルの利用者が不確実性を評価・検証・低減できる状態にする

ためのトレーサビリティを確保する必要がある。 
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３次元支持層サーフェスモデル 
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図 81 ３次元地盤モデルの不確実性の例 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 
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国、都データをもとにモデル作成 
（ボーリング密度が低い） 



 

第 1 編 138 

6 地質・土質モデルの照査 

 
【解説】 
「 BIM/CIM活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省）」

をもとに地質・土質モデル作成の基本的なワークフローと各段階における照査のタイミング・照査項目・内容を図 82
に示す。以下、照査の概要を解説する。 

図 82 地質・土質分野の BIM/CIM モデル作成における基本ワークフローと照査のタイミング・照査項目 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 

地質・土質モデルの品質評価と品質確保を行うため、作業の各段階において照査を実施する。 成果

品の照査では、作成した地質・土質モデルが要求事項を満足したものであること、要点に沿った照査が

実施されていることを確認した上で、「照査記録シート」、「BIM/CIM モデル作成事前協議・引継書シー

ト」を記録し、確実に次工程に継承できるようにする。 
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 （１）照査計画の策定 

モデル作成の作業前に、照査計画を策定する。具体的には、下記の基本条件、細部条件、要求

事項、成果品の各段階における照査内容及びその対象を確認した上で、照査計画を策定する。 

  
（２）基本条件の照査 

基本条件であるⅱ-1）モデリング計画確認、ⅱ-2）地質・土質調査データの品質確認、につい

て照査する。 

ア モデリング計画確認 

地質･土質モデル（ボーリングモデル、サーフェスモデル、準３次元地盤モデル、３次元地盤モデ

ル等）のモデリング計画について、次に示す作業内容等を合理的に組み立てているかを照査する。 
（ア）業務内容とモデリングの目的を理解したモデリング計画である。 
（イ）要求事項（業務仕様書、技術提案等）を満足する成果品を作成できるモデリング計画である。 
（ウ）解析領域と空間補間が要求事項を満足するモデリング計画である。 
（エ）地質・土質構成や互層及びレンズ層の扱いについて、合理的な考え方に基づくモデリング計画 

である。 
（オ）属性情報の項目設定やデータ引継ぎ設定の条件が妥当なモデリング計画である。 

 

イ 地質・土質調査データの品質確認 

地質･土質モデル作成で使用する地質調査データの品質について、以下の注意点・着目点が

適切に行われているかを照査する。 

（ア）ボーリング等の地質調査データが統一された地質・土質区分及び基準により客観的に整

理され、品質が確保されている。 

（イ）技術者の個人差（知識・経験等による差）やバラツキが生じていない地質調査データで

あり、一定の品質が確保されている。 

（ウ）地質調査の工法等（例：ボーリング調査における通常工法と高品質ボーリングの違い）

に起因する地質調査データの質を加味した上で、一定の品質が確保されている。 

（エ）使用する地質調査データが業務目的及び要求事項を満足する品質、信頼性を確保してい

る（容認できる範囲内のバラツキに収まっている）。 

（オ）地質調査データ自体がそのままでは信頼性を有することができない場合に、別の地質調

査データや新たに追加された地質調査データに基づく見直しによって、結果的に本来の

地質調査データ自体の信頼性が回復し品質が確保されている。 
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ウ 細部条件の照査 

細部条件の照査では、次の各項目について照査する。 

（ア）品質チェックシート確認 

収集した資料（柱状図、平面図、断面図等）について、目的や必要範囲に適合した資料であるか

を確認し、品質チェックが適切に行われているかを照査する。地質調査資料の品質チェックにおけ

る着目点を表 38 に示す。 

（イ）３次元データ化確認 

地質・土質モデル構築に必要なデータを３次元化している、又は３次元地盤モデリングソフトウ

ェアで扱えるようにデータベース化しているかを照査する。 

（ウ）データ修正方針の確認 

不適合が認められたデータをどのように修正、棄却するかの基準や作業方針を照査する。 

（エ）地質対比方法の確認 

地質対比を行う手法や対比の根拠となる基準が適切であるかを照査する。 

（オ）補間アルゴリズム記録シート確認 

地質境界面推定の補間アルゴリズムについて地質事象に応じた適切な手法を選択しているか、補

間パラメータを正確に記録しているかを照査する。図 83 に補間アルゴリズム記録シート（モデリ

ング記録シート）の例を示す。 

 
エ 要求事項の照査 

要求事項の照査では、次の項目を照査する。 

（ア）作成モデルリスト確認 

要求事項（仕様書、技術提案等）を満足する成果品を作成するために、必要な BIM/CIM モデル

が揃っているかを照査する。 
 
（イ）作成モデル妥当性確認 

成果品を作成するために妥当なモデルとなっているかを照査する。 
 
   オ 成果品の照査   

成果品の照査では、次の項目を照査する。 

（ア）成果品確認 

要求事項（仕様書、技術提案等）を満たした成果品が揃っているかを照査する。 

（イ）照査記録シート・引継シート作成 

照査結果や「BIM/CIM モデル作成事前協議・引継書シート」を記録として残し、確実に次工程

に継承できるようにしているかを照査する。 

要点に沿った照査を実施するための「照査記録シート」の例を表 39 に示す。 

（表は「BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和

４年３月 国土交通省）」からの引用である。活用に際しては表中の「３次元地質モデル」を３次

元地盤モデル」に読み替えを行うものとする。） 
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表 38 地質調査データの品質チェックの着目点（案） 

 

分類  品質チェックの着⽬点  備

考  

 
完全性  

モデル構築に必要なデータは揃っているか    

⼊⼒値は正しいか  物性値・座標等の実数、地質・岩級等の判定値  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論理

⼀貫性  

 
 

 
フォーマット

⼀貫性  

データフォーマットは正しいか  フォーマットのバージョン、モデル化の環境で利⽤ 

可能な形式  

画質は⼗分か  画像が判読できるか、トレース作業の障害にならな 

いか  

座標系は統⼀されているか    

デジタイズの属性に間違いは無いか    

 
 
 

概念⼀貫性  

地質構造が⽰されているか    

地質構成が⽰されているか  地質層序表や地質判定基準表等が⽰されているか  

地質境界に理屈に合わない⾷い違いはないか  螺旋分布等３次元にしてみないと判断が難しいも 

のもある  

 
定義域⼀貫性 

図⾯の整合性  図⾯の名称や分類等の整合性  

断⾯図の交点は合っているか  ３次元で交差させてみないと判断が難しい  
 

位相⼀貫性  
境界線の種類が図⾯ごとに変わっていないか    

デジタイズは⼗分な精度か    

 
 

位置正確度  

投影データを使った地質断⾯図ではないか    

投影距離が⽰されているか    

座標基準⾃体にズレが無いか    

 
時間正確度  

最新の解釈によって作成された図⾯か  地質図等最新の知⾒に基づくものか  

最新の地形データか  最新の測量結果に基づくものか  

 
主題正確度  

地質学的分類が正しいか    

⼯学的分類が正しいか    

 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第３章 地質・土質モデル（令和４年３月 国土交通省） 



 

第 1 編 142 

 
 

図 83 補間アルゴリズム記録シート（モデリング記録シート）の例 
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表 39 照査記録シート（例） 

 
 

照査項⽬ 
 

照査内容 

照査  

備考 
例）関連基準類等を記⼊する 

確認元資料・データ参照先 
例）該当ファイル名、該当ファイルの保存先を 

記⼊する 

照査実施 
（チェックを⼊れる） 

確認⽇ 
（確認した⽇付を 

記⼊する） 
 

ⅰ）照査計画の策定 
作業の実施前に、以降のⅱ)基本条件、ⅲ)細部条件、
ⅳ)要求事項、ⅴ)成果品の各段階における照査内容・対 
象を確認し、照査計画を策定しているか 

令和元年度 ○○○業務計画書.doc 
「○章 ３次元地盤モデル構築照査計画」 ■ 2019/9/1 

 

・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

ⅱ）基本条件の照査     

 
ⅱ-1）モデリング計画確認 ３次元地質モデルを構築するための基本条件を決定し、

以降の作業計画を合理的に組み⽴てているか 
令和元年度 ○○○業務計画書.doc 
「○章 ３次元地盤モデル構築計画」 ■ 2019/9/1 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

 

ⅱ-2）地質調査データの品質確認 使⽤する地質調査データの信頼性について、既存報告書
等で把握しているか 

 

○○○業務_地質調査性能基準評価シート.csv ■ 2019/10/3 
・⽇本地質学会 地質調査性能基準 
・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 
・地盤データ品質標準化⼩委員会_成果報告書 

ⅲ）細部条件の照査     

 
ⅲ-1）品質チェックシート確認 収集した資料は、⽬的や必要範囲に合致した３次元地質 

モデルを構築できる品質を有しているか 
○○○業務_地質調査図⾯データ等チェックシー 
ト.csv ■ 2019/10/30 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

・地盤データ品質標準化⼩委員会_成果報告書 
 

ⅲ-2）３次元データ化確認 
３次元地質モデル構築に必要なデータを３次元化してい
るか、もしくは３次元地質解析システムで扱える状態にデ
ータ 
ベース化しているか 

○○○業務_地盤スケルトンモデル.3dm 
○○○業務_地盤情報.mdb ■ 2019/11/15 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

・３次元地質解析システム「○○」操作マニュアル 

ⅲ-3）データ修正⽅針の確認 不適合が認められたデータについて、どのように修正あるいは 
棄却するかの基準や⽅針を⽴てているか 

令和元年度 ○○○業務報告書 
「○章 ３次元地盤モデル構築⽅法」 ■ 2019/11/16 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

ⅲ-4）地質対⽐⽅法の確認 地質対⽐をおこなうための⼿法や対⽐の根拠となる基準は 
適切か 

令和元年度 ○○○業務報告書 
「○章 ３次元地盤モデル構築⽅法」 ■ 2019/11/16 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

ⅲ-5）補間アルゴリズム記録シート確認 補間アルゴリズムについて、地質事象に応じた⼿法を使⽤ 
し、補間パラメータを正確に記録しているか 

○○○業務_管理データシート.csv 
○○○業務_モデリング記録シート.csv ■ 2020/2/1 ・CIM 導⼊ガイドライン（案）第 1 編 共通編 令和元年 5 ⽉ 

・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

ⅳ）要求事項の照査     

 
ⅳ-1）作成モデルリスト確認 成果品を作成するために必要なモデルが揃っているか ○○○業務_地盤モデル.dwg ■ 2020/2/15 全てのモデルが作成されていることを確認した 

ⅳ-2）作成モデル妥当性確認 成果品を作成するために妥当なモデルとなっているか ○○○業務_モデリング記録シート.xlsx ■ 2020/2/15 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 

ⅴ）成果品の照査     

 
ⅴ-1）成果品確認 要求事項を満たした成果品が揃っているか 令和元年度  ○○○業務報告書 

「表-○  ３次元地盤モデルリスト」 ■ 2020/3/1 ・○○○業務_特別仕様書 

 
ⅴ-2）照査記録・引継シート作成 照査結果や CIM モデル作成事前協議・引継書シートを

記録として残し、確実に次⼯程に継承できるようにしている
か 

○○○業務_照査記録シート.csv 
○○○業務_CIM モデル作成事前協議・引継書シー
ト.csv 

■ 
 

2020/3/1 ・３次元地質解析マニュアル Ver2.0 
・CIM 導⼊ガイドライン（案）第 1 編 共通編 令和元年 5 ⽉ 

 

照査担当印 
 

2020/3/1 
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